§2　聖オディリアホーム乳児院　　　　

１．施設管理

平成27年度も定員60名での運営となった。入所率は26年度と同様、年間を通して80～90パーセント以上あり、高い数値を維持した。生後3ヶ月未満の乳児の入所は27名と入所数の半数を占めており、赤ちゃんコーナーの重要性を改めて感じた。
また、下記の入所児数の状況にもあるように、情報が少ない形で緊急受け入れを行う（例えば当日、夜間など）一時保護委託は増えており、乳児院が抱えるリスクは更に高くなっている。　　　

昨年度下期より「乳幼児の家庭復帰及び里親委託の促進を図る」ことを目的とし、取り組みを始めた「専門養育機能強化型乳児院制度」においては連携の仕組み、及び取り組み内容が整い始めた。
27年度の家庭復帰率は僅かながら上向きとなり、里親委託については3倍以上となったが、数値の向上だけが目的ではなく、今後更に取り組み内容を充実させていきたい。里親委託については、面会交流プログラムの作成、家庭訪問及び里親サポートなど、交流件数が増えるとともに業務内容はさらにハードワークとなっている。
　しかしながら、幸いなことに27年度は職員配置基準の見直しがなされ、児童の処遇向上はもちろん、職員の待遇向上にも取り組むことが出来、外部研修への参加や今まで難しかった産前産後休暇及び育児休暇の取得も実施することが出来た。　

　地域支援においては、ショートステイの受け入れ態勢の見直しを行い、次年度（平成28年度）より「板橋区」からの受託契約にも取り組むことが出来た。
福祉サービス第三者評価は今年度初めての(株)IＭＳを受審した。　　

東京都の平成27年度指導検査（8/28）は上半期事業報告の通り、文書による指摘事項はなく、保育現場に於いては丁寧な取り組みが出来ているとの好評を得ることが出来た。
２．主な工事、購入（単位　千円）
工事　　　内装、外装修繕工事（環境改善事業補助金）　　　　　　　　　900

ＬＡＮ設置工事（環境改善事業補助金）　　　　　　　　　　　　572　　
購入　　　布団購入（151枚）　　　　   　　　　　　　　　　　　　　1,031
   　　　　パソコン（7台）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　757
　　　　　 ベビーベット（5台）　　　　　　　　　　　　　　　　　　 426
３．施設運営

　①定員　60名（年度初日配置内訳：2歳未満41名、2歳以上15名、3歳以上4名）
各月初日在籍児数　月平均　51.3（54.1）名　内訳は以下の通り。　　
	4月
	50+3（48）名　
	10月
	46+2（56）名　　　　

	5月
	　      49（49）名　　　
	11月
	　　　48+5（59+1）名　　　

	6月
	47+1（48）名　　　 
	12月
	　53+4（56+1）名　　　　

	7月
	45+2（51）名　　　　 
	 1月
	　　　52+2（57+2）名　　　

	8月
	46+2（52）名　　　 　 
	 2月
	　52+5（58+1）名　　　

	9月
	44+2（52）名　
	 3月
	 50+6（57+1）名　　　　


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊（　）内は昨年度数   　＊ +○は一時保護委託
27年度の年間述べ在籍人数は18,838名で、前年の20,052名より1,214名の減ではあったが、入所児数は60（43）名で、17名の増員であった。内、22名が一時保護委託で入所し、7名は一時保護委託のまま解除となった（短期のケースが多くあった）。
入所理由別では虐待（ネグレクト＜身体的虐待＜心理的虐待）が最も多く27ケースとなっている。退所児数は63（40）名で、退所理由では家庭引きとり36（22）名、里親委託13（4）名〔養育家庭（6）名・養子縁組（7）名〕、施設変更14（14）名であった。家庭復帰率は　57（55）%と僅かに上がったが、司指導での復帰も多く9（11）名、子ども達にとって安心できる家庭環境は少ないと思われる。しかしながら、里親委託数は3倍以上にと取り組むことが出来た。
②職　員　平成27年4月1日：83名（内非常勤16名）
⇒平成28年4月１日：88名（内非常勤16名）
＊　27年度中の異動

【新規採用者　　８名（内非常勤2名）】
⇒保育士：5名、　看護師：２（内非常勤１）、　機能強化非常勤医師：１名　　　　　

　【退職者　　　　６名（内非常勤１名）】
⇒保育士：3名、　看護師2名、　事務員：非常勤１名　　
　【勤務変更者（正規職員⇒非正規雇用者）　　2名】

　　施設長⇒嘱託医、　保育士⇒非常勤（ショートステイ）

· 処遇改善費の支給（3月）：　6,052千円（内、非常勤699千円）
　③児童処遇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　家庭的な生活環境の充実を図るために、今年度は担当制グループ保育を基盤にフリー担当の職員を配置し、日常生活の中での担当制による見落としの部分を補う事により、子ども達の安心感の継続を図ってきた。また、危機管理体制の充実に取り組むにあたり、理念を基盤にした「リスクマネジメントシステム」について、少人数のグループ研修の形で意見交換を行いながらの勉強会（2回／年）を実施することができた。さらに、「専門養育機能強化型事業」のモデル施設として、今までの専門職との連携を精査し見直しを行い、乳幼児の家庭復帰及び里親委託の促進を図るとともに、子ども達の「家庭的な生活環境」も整えていけるよう、処遇向上に取り組んでいきたい。
④会議開催状況

職員会議　　　　　　　　２回／月　（公休以外の職員が参加）

　主任会議　　　　　　　　２回／月　（施設長・副施設長・統括主任・主任他　計9名）

　リーダー会議　　　　　　1回／月　（副施設長・統括主任・各リーダー　計6名）

　保育ミーティング　　　　１回／月　（各保育室職員及び統括主任他）

　保育ケースミーティング　２回／月　（各保育室職員及び統括主任、心理士、ＦＳＷ他）

　調理員等ミーティング　　１回／月　（栄養士・調理員等）

　各係・委員会議　　　　　１～２回／月程度（内容・係により頻度は異なる）

　ケース会議　　　　　　　１児童に対し２回～４回／年（担当職員・心理士・FSW）

　ケース連絡会            １回／月　（施設長・副施設長・統括主任・ＦＳＷ・心理士・里親専門）
　支援会議　　　　　　　　2回／月　（下期10月より、小児科医師・ＦＳＷ・OＴ・心理士・里親専門相談員・看護主任・保育統括主任・副施設長）

⑤実習生受け入れ状況＊（　）内は昨年度数　
· 17校（昨年度21校）；　34（昨年度38）名、延べ390（423）日の受け入れを行った。
⑥ボランティア受け入れ状況

　・絵本読み聞かせ（レインボーセブン）　1回／月　　　　　　　　　　　　　　延べ39名
　・縫製（10グループ）：エプロン、雑巾、掛け布団カバー、臍帯入れ袋等など　　延べ131名
　・玩具拭き、清掃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　延べ3名

　・修繕　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　延べ11名

　・写真（10月運動会、12月クリスマス会他）　　　　　　　　　　　　　　　　　延べ3名

　・ベビーマッサージ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　延べ19名

　・集いの広場　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　延べ19名

　・散髪　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　延べ　1名

　・食事会へのご招待　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　延べ18名　

　・人形劇他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　延べ　2名　　

４．地域育児支援事業＊（　）内は昨年度数　
	
	ショートステイ
	病後児保育
	集いの広場

	利用者数


	中野区
	練馬区
	53（20）名

	児：2678（2347）名
親：2369（2027）名

	
	20（20）名
	15（17）名
	
	

	延べ日数
	322（190）日
	97（169）日
	94（29）日
	開所日数　
162（156）日

	利用内訳他


	理由：養育不安・入院・手術・家族の看護・出張・次子出産

	0歳児：11（3）名

1歳児：30（7）名

2歳児：5（5）名
3歳以上：7（5）名
	1日平均　14.5（13）組
最小：　2組
最大： 36組


５．院内研修状況報告
	
	衛生・安全委員会
（職員会議ミニレクチャー）
	院内研修委員会

	4月
	· 「子どもと大人の健康管理」
· 「乳幼児健康診断・予防接種」
	

	5月
	・「誤飲について」
	

	6月
	· 「熱中症・蚊の対策」
· 「バウンサーの使い方」
	・6/29里親支援専門相談員（宗則看護師）による「里親交流の進め方」

	7月
	
	・7/14　ベタニア修道女会シスター松本圭世講和：『命について～胎内の記憶を語る子ども達』実施
・7/25　臨床心理士　北嶋氏「職員のメンタルヘルス」

	8月
	
	「リスクマネジメント」についてグループ勉強会
（8/10、8/19、8/21、8/24、9/1、9/3）

	9月
	・「小児感染症の講義」を振り返って
	・9/4 他施設見学「東京恵明学園」乳児院

	10月
	・｢嘔吐下痢の処理の仕方｣「与薬マニュアル」
	

	11月
	「サチュレーション」について
	・11/13ベタニア修道女会シスター松本圭世講和『命について～胎内の記憶を語る子ども達』

	12月
	· 「熱性けいれん」「ベビーセンスの使い方
· セコム実施
	・12/11心身障害児総合医療療育センター小児科医師　瀬美香氏「ペアレントトレーニング」

	1月
	・｢浣腸と綿棒刺激｣
	・1/26 河北病院小児科長　鹿島京子氏「ＳＢＳ、ＳＩＤＳ、けいれん、頭部打撲、硬膜外血腫」
・1/29　赤ちゃんの眠り研究所 清水悦子氏『赤ちゃんの眠りについて」

	2月
	・「頭部打撲について」
	・2/5順天堂練馬病院小児科医師
　　　　　「食物アレルギー」

· 2/22　慶応大学病院臨床心理士　酒井道子氏「事例検討」

· 「リスクマネジメント」についてグループ勉強会（2/2、2/9、2/15、2/17、2/23）

	3月


	・「小児食物アレルギー」について
	


